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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について（アップデート） 

 

 

当社は、2025 年２月６日開催の取締役会において、資本コストや株価を意識した経営の実現に向

けた対応について、改めて当社の現状を評価・分析し、企業価値向上に向けた今後の方針・具体策

について決議しましたので、お知らせいたします。 

 

詳細につきましては、添付資料をご参照ください。 
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ＲＯＥの評価と向上のための取組

■ＲＯＥ向上のために必要な取組

① 更なる収益力の向上

② 資産の売上転嫁効率の向上

③ 最適資本構成の実現

6.65 %

7.98 %
8.15 % 8.25 %

6.97 %

20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期

1.07 回

1.01 回

0.96 回 0.96 回 0.95 回

20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期

1.48 倍 1.49 倍

1.44 倍

1.45 倍

1.38 倍

20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期

効率化により改善を進めてきたが、成長投資

が思うように実現出来なかったことに加え、

人件費や調査研究費の増加により鈍化傾向で

推移。

成長投資に資本を投下し切れていないこと、

本業以外の資産の売上転嫁効率が低いことが

原因で低位横這いで推移。

財務の健全性及び安定成長の両立を掲げ、株

主資本を重視する資本構成をとっている為、

比較的低位で推移。

⚫ 効率化による収益力の向上を背景に想

定資本コストを上回る水準で推移。

⚫ 中期経営計画期間中の利益拡大を目指

した成長投資の実現とこれによる利益

確保に苦戦。

⚫ 株主資本のみが拡大した結果直近期に

おいて低下。

10.80 ％

12.01 ％

11.41 ％ 11.48 ％

9.37 ％

20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期

(※想定資本コスト6％～8％）

■売上高純利益率 ■財務レバレッジ■総資産回転率

(ＲＯＥ＝売上高純利益率×総資産回転率×財務レバレッジ)

■ＲＯＥの評価

(※想定資本コストはＣＡＰＭ法及びＰＥＲの逆数から推計している)
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ＰＥＲの評価と向上のための取組

124.4円

136.2円

166.6円
174.1円

190.6円

168.2円

19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期

82%

126%
131% 131%

137%110%

134%
140%

153%

135%

19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期

BPS

株価

EPS

1,209円
1,313円

1,463円

1,591円

1,721円

1,877円
1,492円

1,227円

1,880円
1,953円 1,951円

2,037円

19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期

BPS

株価

9.01 倍

11.28 倍
11.10 倍

10.09 倍

11.96 倍

20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期

株価は向上し続けており継続してＢＰＳを上

回っているが、その程度(ＰＢＲ)は縮小傾向。

⚫ 依然１０～１１倍程度の低位で推移。

⚫ 直近期の向上はＥＰＳ減少が影響、株

価は依然割安。

⚫ ＥＰＳの継続的向上とこれによる株主

利益の拡大についての情報発信不足が

資本コストの増加を招いている一要因。

■株価 ■ＥＰＳ 株価・ＢＰＳ・ＥＰＳのファンチャート

株価とＥＰＳとの相関性が希薄。継続して利

益を生み出せる企業体質を株価に反映しきれ

ていない。

(100％)

※新型コロナウィルス流行の市場混乱を踏まえ19年3月期から記載

収益力向上・自社株買いにより増加していた

が、直近期の当期利益減少に伴い低下。

■ＰＥＲ向上のために必要な取組

① 企業成長・株主利益拡大のメッセージ強化

② 還元の透明性向上

(ＰＥＲ＝株価÷ＥＰＳ)

■ＰＥＲの評価
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ＰＢＲの評価、課題及び今後の方針

■ＰＢＲ向上のために必要な取り組み

① 改めて成長と還元を新たな中期経営計画(２０２５年５月開示)の要に据える

② 成長を強力に推進するため、事業の非連続成長の実現と既存事業の高付加価値化を志向

③ これらを支えるキャッシュフローは利益の一層の確保と保有資産圧縮加速により創出

④ 保有資産の資本投下効率を再度精査し、ノンコア資産・非事業用資産は順次売却

⑤ 収益力の成長と平仄の取れた最適資本構成を実現するため、踏み込んだ自己株式の取得を実施

⑥ ＩＲの強化により、継続的成長とこれによる株主利益の拡大についての積極的な情報発信を実施

■ＰＢＲの評価
⚫ ＲＯＥ＞資本コストにより１倍以上維持

⚫ ただしＢＰＳの増加速度に対して株価の

向上速度が劣後し、低下傾向で推移。

⚫ 市場から一定の評価は得られているもの

の、将来的な成長と還元の魅力を十分に

打ち出し切れていないものと分析。

0.93 倍

1.29 倍

1.23 倍

1.13 倍
1.08 倍

20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期

ＲＯＥの評価と取組 ＰＥＲの評価と取組

(ＰＢＲ＝ＲＯＥ×ＰＥＲ)
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中期的なＰＢＲ目標と達成のためのロジックツリー

売上高純利益率

６．９７％ ７．９％以上

総資産回転率

０．９５回 １．１回以上

財務レバレッジ

１．３８倍 １．５倍以上

資本コスト

６～８％ 最小化

ＰＢＲ

１．０８倍 １．５倍以上

配当性向

４１．1％ ５０％以上

(ＰＢＲ＝ＲＯＥ×ＰＥＲ)

(ＲＯＥ＝売上高純利益率×総資産回転率

×財務レバレッジ)

(ＰＥＲ＝１÷(資本コスト－成長率))

ＲＯＥ

９．３７％ １２．５％以上

ＰＥＲ

１２倍以上

ＤＯＥ

３．８５％ ６％以上

(ＤＯＥ＝ＲＯＥ×配当性向)

サステナビリティ戦略

ＩＲ強化戦略

事業戦略

投資戦略

資本政策

Ｂ／Ｓマネジメント

Ｐ／Ｌマネジメント

Ｃ／Ｆマネジメント
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中期的なＰＢＲ目標達成のための戦略・施策

事業戦略、投資戦略

◼ 投資原資の半分程度を成長投資に投下し成長を加速

◼ 事業の非連続成長の実現（新規分野、Ｍ＆Ａ）

◼ 既存事業の高付加価値化

◼ 前述の分析結果を踏まえ、具体的な戦略に関して新たな中期経営計画(２

０２５年５月開示)にて公表

資本政策

◼ ＤＯＥを目標値として設定し株主還元の透明性を向上

◼ 累進配当を継続し企業の成長に伴う利益を還元

◼ 自己株式を原則全額消却

◼ 成長への負債活用と踏み込んだ自己株式取得により最適資本構成を実現

Ｂ／Ｓマネジメント

◼ 月毎のＣＣＣ平均６０日を２０％短縮

◼ 政策保有株式を２５年３月期に約２０％削減

(新たな中期経営計画期間中にさらに２０％以上を削減)

◼ 賃貸等不動産の保有意義の検証をＣＲＥ戦略委員会※の最優先課題とし、

２５年３月期より順次売却

(新たな中期経営計画期間中を通して３０％以上を削減)

◼ その他の資産についても保有意義の検証を行い早期適正化

◼ 削減によるキャッシュフローは自己株式取得資金に充当

サステナビリティ戦略

◼ カーボンニュートラル実現に向け、省エネ機材導入と排出量削減を推進

◼ 持続可能な建材調達と環境基準の設定で、サプライチェーン全体を改善

◼ 働きやすい環境を整備し、女性や外国人労働者の多様性を推進

◼ 自然災害に備え、防災インフラの強化と迅速な復旧対応を整備

◼ 地域の環境保全や災害支援活動を通じて、社会貢献と信頼関係を強化

Ｐ／Ｌ・ＣＦマネジメント

◼ ＩＣＴ・ＤＸ利用による収益力向上、コストダウン

◼ 人財・Ｒ＆Ｄ投資を継続拡大しつつその他は圧縮し販管費率１０％を維持

◼ マネジメントを通じたキャッシュフロー最大化

ＩＲ強化戦略

◼ 資本市場との対話・情報開示の強化により資本コストを低減

◼ 個人株主増加により最適株主構成を実現

◼ 決算説明会、個別ミーティング、海外機関投資家に向けた英文開示の充実

◼ 個人投資家向けイベントへの参加回数の増加

◼ 当社ＨＰの投資家向けＩＲ情報を充実

(※自社所有物件の圧縮・整理を基本方針として活動している諮問委員会)
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最適資本構成実現ためのキャッシュフローアロケーション

２０２６年３月期から２０２８年３月期までの３年間を想定したキャッシュアロケーション

キャッシュイン

５０％

自己株式取得
１５０億以上

配当金

成長投資

オーガニック
成長投資

キャッシュアウト

５０％

既存事業の高付加価値化

◼ 復興・防災・減災への貢献

◼ 補修・補強分野の強化

◼ 海外ローカル企業との連携強化

◼ ＤＸによる事業効率化

◼ 人的資本への投資

事業の非連続成長の実現

◼ インフラ老朽化対策分野

◼ 土木調査・検査分野

◼ 建築設計分野

◼ Ｍ＆Ａ

最適資本構成の実現

◼ 透明性の高い株主還元

◼ 収益性に見合った自己資本

現預金
(運転資金除く)

７０億

営業ＣＦ
３６０億

Ｂ/Ｓ
マネジメント
５０～１００億

負債活用
～１００億

成長への負債活用

◼ 財務レバレッジ１．５倍超目標

キャッシュフローの最大化

◼ ＩＣＴ・ＤＸ利用による収益力

向上、コストダウン

政策保有株式の削減

◼ ３年間でさらに２０％削減

賃貸等不動産の削減

◼ ３年間で３０％削減
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売上高、営業利益及び１株当たり配当金の推移と展望
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中期的なＰＢＲ向上を実現するための基本的な考え方と戦略の位置づけ

投資と還元のバランスの取れた成長サイクルの実現

積極的な
成長投資

株主還元
の充実

成長期待 透明性の高い還元ＲＯＥの向上

市場との対話による資本コストの低減

エクイティスプレッドの拡大 ＰＢＲ・株価の上昇

利益の拡大

◼ 事業戦略・投資戦略 ◼ 資本政策

◼ サステナビリティ戦略 ◼ ＩＲ強化戦略

◼ Ｂ／Ｓマネジメント ■Ｐ／Ｌ・ＣＦマネジメント



〒102-8236 東京都千代田区九段北四丁目2番35号

TEL.03-3265-2551（大代表） FAX.03-3265-0879

https://www.raito.co.jp

本レポートについてのお問い合わせ先

ライト工業株式会社 経営企画本部

TEL. 03-3265-2555

ライト工業株式会社


	資本コストと株価を意識した経営の実現に向けた対応について
	スライド 1: 資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について
	スライド 2: ＲＯＥの評価と向上のための取組
	スライド 3: ＰＥＲの評価と向上のための取組
	スライド 4: ＰＢＲの評価、課題及び今後の方針
	スライド 5: 中期的なＰＢＲ目標と達成のためのロジックツリー
	スライド 6: 中期的なＰＢＲ目標達成のための戦略・施策
	スライド 7: 最適資本構成実現ためのキャッシュフローアロケーション
	スライド 8: 売上高、営業利益及び１株当たり配当金の推移と展望
	スライド 9: 中期的なＰＢＲ向上を実現するための基本的な考え方と戦略の位置づけ
	スライド 10


